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Research Abstract

抗がん剤は、投与後、全⾝へ広がり、正常細胞にもダメージを与え、強い副作⽤をもつことから適量設定は難しく、また腫瘍細胞は抗ガン剤投与中に多剤耐性になるという問題点もあ
る。近年、多剤耐性となった細胞でも磁場曝露により薬剤が効くようになったとの報告がある。そこで磁場を⾮接触で標的部位に作⽤させることで、局所的に薬の効果を⾼めることがで
きれば、薬の投与量や副作⽤を減らすことが可能となると考えられるとこから、本研究では、磁場と抗がん剤の併⽤療法の可能性を基礎的に検討することを⽬的としている。 
これまでに感度の良いウイルスを⽤いて測定を⾏い、磁場はマイトマイシンCのDNA損傷作⽤を2倍⾼めることが判明している。さらに当該年度では、マイトマイシンC以外の抗ガン剤シ
スプラチンやブレオマイシンの作⽤における磁場曝露影響を測定した。シスプラチンはDNAに架橋し、DNA合成阻害により細胞増殖阻害する作⽤をもち、ブレオマシンはFe^<2+>イオ
ンを介して、DNA鎖切断により細胞増殖阻害、抗腫瘍作⽤を⽰す。シスプラチンと60Hz,50mT磁場との併⽤曝露の結果、細胞のコロニー数は減少し、磁場はシスプラチンの細胞増殖阻害
作⽤を⾼めることが明らかとなった。またブレオマイシンと磁場曝露結果では、ブレオマイシンのDNA鎖切断作⽤が強められ、コロニー形成能も低下し、磁場がブレオマイシンの作⽤を
⾼めることも⽰唆された。 
今後は磁場強度および周波数の検討や薬効への磁場影響メカニズムの解明を進める予定である。
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2007[Journal Article] A review of studies of the biological effects of electromagnetic fields in the intermediate frequency range 

2007[Journal Article] Detection of Magnetic Fluid Volume Density with a GMR Sensor 

2007[Journal Article] 薬効への交流磁界の影響 

2006[Journal Article] 磁場による薬効調節に関する研究 

2007[Presentation] Effect of extremely low frequency magnetic fields on anticancer drug potency 

https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-18700437/187004372007jisseki/
https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-18700437/187004372006jisseki/
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);

